
  
 

多治見市にある「笠原の森」において、多治見市立笠原中学校の 1 年生 62 名が、災害に強い健全な森

づくりを目的とした「樹林整備」を行いました。活動前には危険予知活動とノコギリを使用した玉切り体

験を行いました。整備後は、森の中が明るくなったことを確認し、樹林整備の効果を実感しました。ボラ

ンティア団体や行政機関職員の指導のもと、怪我なく無事に活動を終えることができました。 

■日  時：令和 5 年 10 月 27 日（金） 13：40～15：30（110 分間） 

■場  所：「笠原の森」（多治見市笠原町） 

■参 加 者：（主体）笠原中学校（1 年生 62 名、先生 3 名） 
（支援）多治見市役所（5 名）、多治見さぼう・みちボランティアクラブ（3 名） 

国土交通省 多治見砂防国道事務所（8 名） ほか  （合計 22 名） 
 

■活動内容：１）ノコギリの取扱講習 （玉切り体験） 
２）林内の除伐作業 （総整備面積：約 1,200m2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・活動概要・・・ 

・・・整備前の森の様子・・・ 

・・・開講式の様子・・・ ・・・森の中での危険予知活動・・・ 

・・・ノコギリの取扱講習・・・ 

支援内容 

◇危険予知活動の指導 

◇樹林整備の指導 

・・・危険予知活動・・・ 

・・・切る木の選定・・・ ・・・支援者のもとで伐採作業・・・ 

・・・整備後の森の様子・・・ ―作成者・お問い合わせ先― 

国土交通省 中部地方整備局 

多治見砂防国道事務所 

砂防調査課 

〒507-0023 

岐阜県多治見市小田町 4-8-6 

TEL：(0572)25-8024 
【事務所 HP】【砂防 X(旧 Twitter)】 


